
ＮＴＴデータ＜9613＞、JBISホールディングス＜3820＞をTOBにより
連結子会社化へ

ＮＴＴデータは、JBISホールディングスを連結子会社化すると発表した。TOB（株式公開買い付け）に
より株式過半の取得と非公開化を目指す。JBISは賛同の意見を表明している。筆頭株主の日本証券金融
は所有する32.27％のうち12.38％について、また、同社子会社の日本ビルディングも保有する0.40％
についてTOBに応募するとしている。買付総額は99億8000万円。

非公開化に伴いJBISホールディングスが上場廃止になったあとは、所有割合がNTTデータ80.00％、日
本証券金融が20.00％をめどとなるよう譲渡を実施する。

JBISは2006年10月に日本電子計算と日本証券代行の共同株式移転により設立。日本証券代行について
はすでに全保有株式を住友信託銀行と日本証券金融に12億円で譲渡することを決めている。金融・証券
会社や自治体向けにシステム開発を手がける日本電子計算については、事業シナジーが見込める企業と
の提携を模索していた。NTTデータは日本電子計算の持つ幅広い顧客基盤や資金証券業務のノウハウを
取り入れることで新サービスの創出などが見込めると判断した。

買付期間は2012年2月1日から3月16日までを予定している。決済の開始日は3月24日。買付価格は1株
あたり310円で、公表前営業日の終値242円に対して28.10％のプレミアムを加えた。買付予定数は32
19万5250株で、下限は1595万9701株。上限は設定していない。


